
2 広報 いたばし 令和７年(2025年)３月22日(土)

「広報いたばし」は第１～４土曜に新聞折り込みで配布しています。区の施設、区内の各駅・公衆浴場などにも置いてあります。
また、区ホームページでもご覧になれます

基本目標Ⅱ
「いきいきかがやく元気なまち」

豊かな健康長寿社会
▶がん検診の受診率向上のため、指定される日
時・場所で行う集団検診に加え、肺がん検診を
区内医療機関でも受診可能とすることで、自身
の健康状態を確認する機会の充実を図り、健康
長寿社会をめざします。
▶精神保健福祉法に基づく措置入院を経て退院
した方が、入退院を繰り返すことなく安定した
地域生活を送ることができるようにするため、
精神科専門医療機関への業務委託により、医師
・看護師などが医療・保健・福祉などのサービ
スを包括的に提供する重層的支援体制を拡充し
ます。

心躍るスポーツ・文化
▶都内初の近代化・産業遺産を活用した史跡公
園を整備し、令和11年度の開設をめざします。
また、史跡内の遺構・建造物を展示するデジタ
ルミュージアムの構築により、史跡の価値の周
知を図るとともに、遺構・建造物を守るための
整備に向けた基本設計を開始します。
▶「平和のつどい」40周年記念事業として、平和
コンサートを開催します。また、区内の戦争関
連遺構・文化財、区民の戦争体験談などを紹介
する映像を制作・発信し、区民への平和意識の
一層の醸成を図ります。
▶イタリア・ボローニャ市との友好都市交流協
定締結20周年を記念した公式訪問団の相互訪問
や、本庁舎と中央図書館を巡る区民参加型のイ
ベントなどの取組を通して、両都市のさらなる
発展をめざします。

光輝く板橋ブランド・産業活力
▶世界情勢の緊迫化や社会経済環境の変化によ
り深刻な影響を受けている区内の中小企業に対
して、企業の魅力向上による人材確保・販路拡
大の支援を図るため、既存の助成金を見直した
「(仮称)中小企業魅力向上支援包括補助事業」を
創設します。
▶区内中小企業の育成・振興を目的とし、利益
などが一定以上減少している企業を対象とした
「業績改善支援融資」、資金需要の高まる時期に
特化した「夏季・年末資金融資」、成長期の企業
を後押しする「持続成長支援融資」を実施し、産
業融資利子補給による支援を図ります。
▶物価高や設備改修費の上昇に伴い設備投資が
難しくなっている公衆浴場への補助事業の見直
しを行い、区民の健康維持・公衆衛生の確保に
努めます。

基本目標Ⅲ
「安心・安全で快適な緑のまち」

緑と環境共生
▶「宅配ボックス・EVバイク車両の購入助成事
業」・区施設での「ウォーターサーバー設置の拡
充」・区民参加型イベントなど、区独自の事業
を実施し、幅広く環境に配慮した行動や生活様
式の変化を促すことにより、ゼロカーボンの実
現に向けた取組を促進します。

▶魅力にあふれ、健康に暮らせる持続可能なま
ちをめざす、現行のスマートシティ推進方針に
基づく取組の検証・見直しを行い、時勢に合わ
せた「新たなスマートシティ推進方針」の策定に
向けた検討を行います。
▶令和８年度の再整備完了に向けて取組を進め
ている板橋公園においては、実施設計・既存施
設の解体・造成工事に着手します。公民連携に
よる新たな整備手法のもと、だれもが快適で安
全に楽しむことができる、板橋ブランドとなる
新たな交通公園の実現に向けて取り組みます。

万全な備えの安心・安全
▶昨年甚大な被害をもたらした能登半島地震を
教訓に、首都直下地震に備え、木造住宅の耐震
化を促進するため、耐震診断・耐震計画・補強
工事の助成率・助成上限額の拡充を図ります。
▶VR(仮想現実)と連携した新型起震車を導入
し、住民防災組織の訓練・防災関連イベントな
どに派遣することで、幅広い層の参加を促進し、
体験型の訓練を通じて防災対策の強化を図りま
す。
▶AEDの設置場所を見直し、従来の施設内だ
けでなく、24時間アクセス可能な施設外の入口
などへ移設・新設することで、わかりやすい場
所への適正配置を推進し、救命率の向上、地域
の安心・安全につなげていきます。

快適で魅力あるまち
▶国と連携し、新河岸陸上競技場と荒川堤防を
結ぶ連絡通路の整備工事を完了させるととも
に、新河岸水再生センター前駐車場の混雑解消
に向けた整備を行います。また、にぎわいの創
出につながる水辺空間の形成に向けた「かわま
ちづくり基本構想」を実現するため、基本計画
の策定に取り組みます。
▶大山駅周辺では、クロスポイント周辺地区に
おける市街地再開発事業の建築工事が令和６年
度に完了し、ピッコロ・スクエア周辺地区で
は、権利変換計画の認可に向けた支援を行いま
す。
▶板橋駅周辺地区では、西口地区の解体工事の
着手に向けた支援を行うとともに、駅前広場の
再整備の基本設計・整備計画の検討を進めま
す。また、協働によるまちづくりを推進するた

め、エリアプラットフォームの構築・未来ビジ
ョンの策定に向けた検討を深めます。
▶上板橋駅南口駅前地区では、建築工事に着手
した東地区とともに、西地区での再開発組合設
立認可に向けた支援を継続し、駅周辺・商店街
などを中心としたにぎわいのあるまちづくりを
推進します。
▶高島平地域では、交流核の形成に向けて、引
き続き、駅前拠点エリアの基本構想・基本計画
の策定、民間活力の導入検討、分野別まちづく
り方策の検討を進め、旧高島七小の解体設計に
着手します。また、交流核を一体的につなぎ、
地域全体へ効果を波及させるため、新たにデッ
キネットワークの検討に着手します。そのほ
か、令和６年度策定予定の「高島平緑地再整備
方針」を踏まえ、高島平九丁目地区における高
島平緑地の大規模社会実験を実施し、緑地を自
発的な区民の活動空間とできるよう、再整備に
向けた準備を進めます。

計画を推進する区政経営
▶地域コミュニティの活性化を図るため、地域
交流アプリの導入を支援します。町会・自治会
内での電子回覧板、地域情報発信、防災情報伝
達、安否確認を可能とするとともに、区から町
会などへの情報提供にも活用していきます。
▶戸籍住民課への電話対応の向上を図るため、
ナビゲーション型AIによる自動応答システムを
導入し、24時間365日応答できる体制を整備し
ます。また、必要に応じて音声AIからチャット
ボットへ移行し、画面案内も行えるようにする
など、利便性を高め、質の高い区民サービスを
提供していきます。
▶区役所南館１階待合エリアへの「絵本コーナ
ー」の新規設置や、地
域と連携したイベント
の実施などを通して、
誰もが絵本に触れられ
る機会をつくり、「絵
本のまち板橋」のさら
なる魅力向上につなげ
ていきます。
▶区役所北館４階へフリーアドレスなどを導入
し、省スペース化を図ります。また、新たな会
議スペースや集中して作業のできるブースなど
を設置し、業務の効率化を進めるとともに、働
きたい職場として選ばれるための環境改善を図
り、安定的な人材確保につなげます。

おわりに
　令和７年度は、「板橋区基本計画2025」と「い
たばしNo.1実現プラン2025改訂版」の集大成
と、次期基本構想、基本計画及び実施計画をま
とめ上げる重要な年度となります。
　急速に変化する社会情勢やニーズを的確に捉
えながら、将来に夢と希望が持てる、持続可能
な板橋区の実現に向けて、全力で取り組んでい
きます。

区　分 令和７年度 令和６年度 伸び率
一般会計 2753億円 2530億円 8.8%

特
別
会
計

国民健康保険事業 534億9000万円 554億6000万円 △3.6％
介護保険事業 481億6700万円 475億1800万円 1.4%
後期高齢者医療事業 146億7300万円 151億9000万円 △3.4％
東武東上線連続立体化事業 12億5000万円 ７億7700万円 60.9%

合　計 3928億8000万円 3719億4500万円 5.6%
※伸び率は、小数点以下第２位を四捨五入しています。

史跡公園イメージ

令和７年度当初予算の規模令和７年度当初予算の規模


